
平 成 3 １ 年 ２ 月 1 2 日

地方公務員災害補償基金

平成29年度過労死等の公務災害補償状況について

地方公務員における平成29年度の過労死等の公務災害の補償状況を取りまとめまし

た。その概要は、次のとおりです。

【ポイント】

１ 脳・心臓疾患に関する事案の公務災害補償状況

○ 受理件数は55件(昨年度49件)であり、認定件数は13件(同17件)となっています。

○ 職種別では、「その他の職員」が受理件数17件(同12件)、認定件数５件(同４件)で

最も認定件数が多く、次いで「義務教育学校職員」が受理件数11件(同15件)、認定

件数４件(同５件)となっています。

２ 精神疾患等に関する事案の公務災害補償状況

○ 受理件数は101件(昨年度116件)であり、認定件数は31件(同50件)となっています。

○ 職種別では、「その他の職員」が受理件数48件(同57件)、認定件数16件(同23件)

で最も認定件数が多く、次いで「義務教育学校職員」が受理件数22件(同21件)、認

定件数６件（同10件）、「警察職員」が受理件数６件(同６件)、認定件数５件（同４件）

となっています。

○ 業務負荷の類型別の認定件数は、「異常な出来事への遭遇」が９件(同17件)、

「仕事の量（勤務時間の長さ）」が８件(同12件)となっています。

詳細は、別紙のとおりです。

注１ 「過労死等」とは、過労死等防止対策推進法第２条において、「業務における過重な

負荷による脳血管疾患若しくは心臓疾患を原因とする死亡若しくは業務における強い

心理的負荷による精神障害を原因とする自殺による死亡又はこれらの脳血管疾患若

しくは心臓疾患若しくは精神障害をいう。」と定義されています。

２ 認定件数には、平成29年度以前に受理した件数を含みます。
















